
ヒアリングによる当面（令和7年度まで）の見通し
　　①地方債現在高　・・・　減少　　②積立金等残高　・・・　減少　　③実質債務　　　　・・・　減少
　　④行政経常収入　・・・　増加　　⑤行政経常支出  ・・・  増加　　⑥行政経常収支　・・・  増加

今後の見通し

留意すべき状況にある

留意すべき状況にある

○ストック面（債務の水準）

○フロー面（償還原資の獲得状況）

実質債務月収倍率18ヶ月未満

行政経常収支率10％未満、かつ
債務償還可能年数15年以上
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【 概略 】
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○ストック面（資金繰り余力の水準）

○フロー面（経常的な資金繰りの余裕度）

3月 10%

0%

積立金等月収倍率3ヶ月未満、かつ
行政経常収支率10％未満

行政経常収支率10％未満、かつ
債務償還可能年数15年以上

行政経常収入÷12
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債務償還能力
資金繰り状況

26.4年

債 務 償 還 能 力
（ 長 期 的 な 視 点 ）

〔地方債等の債務の大きさとその償還原資を獲得する能力 〕

資 金 繰 り 状 況
（ 短 期 的 な 視 点 ）

〔経常的な収支と積立金等の備えからみた資金余裕状況 〕

16.6ヵ月

2.5ヵ月
5.2％


